
【様式第1号】

（単位：百万円）

金額 金額
【資産の部】 【負債の部】

固定資産 39,475 固定負債 8,354
有形固定資産 36,065 地方債 6,424

事業用資産 21,515 長期未払金 0
土地 10,464 退職手当引当金 1,900
立木竹 0 損失補償等引当金 8
建物 27,399 その他 22
建物減価償却累計額 -17,388 流動負債 1,331
工作物 3,812 １年内償還予定地方債 931
工作物減価償却累計額 -2,772 未払金 0
船舶 0 未払費用 0
船舶減価償却累計額 0 前受金 0
浮標等 0 前受収益 0
浮標等減価償却累計額 0 賞与等引当金 147
航空機 0 預り金 253
航空機減価償却累計額 0 その他 0
その他 0 9,685
その他減価償却累計額 0 【純資産の部】
建設仮勘定 0 固定資産等形成分 44,893

インフラ資産 14,416 余剰分（不足分） -8,757
土地 4,976
建物 156
建物減価償却累計額 -83
工作物 26,192
工作物減価償却累計額 -16,960
その他 0
その他減価償却累計額 0
建設仮勘定 135

物品 1,337
物品減価償却累計額 -1,203

無形固定資産 0
ソフトウェア 0
その他 0

投資その他の資産 3,410
投資及び出資金 608

有価証券 0
出資金 608
その他 0

投資損失引当金 0
長期延滞債権 381
長期貸付金 0
基金 2,453

減債基金 0
その他 2,453

その他 0
徴収不能引当金 -32

流動資産 6,346
現金預金 790
未収金 133
短期貸付金 1
基金 5,417

財政調整基金 5,186
減債基金 231

棚卸資産 7
その他 0
徴収不能引当金 -2 36,136

45,821 45,821

純資産合計
負債及び純資産合計資産合計

一般会計等　貸借対照表（BS)

科目 科目

負債合計



【様式第2号】

（単位：百万円）

金額
経常費用 11,693

業務費用 6,334
人件費 1,906

職員給与費 1,626
賞与等引当金繰入額 147
退職手当引当金繰入額 0
その他 133

物件費等 4,293
物件費 2,967
維持補修費 105
減価償却費 1,221
その他 0

その他の業務費用 135
支払利息 50
徴収不能引当金繰入額 27
その他 58

移転費用 5,359
補助金等 2,644
社会保障給付 1,623
他会計への繰出金 1,088
その他 4

経常収益 656
使用料及び手数料 221
その他 435

純経常行政コスト 11,037
臨時損失 4

災害復旧事業費 0
資産除売却損 0
投資損失引当金繰入額 0
損失補償等引当金繰入額 4
その他 0

臨時利益 3
資産売却益 3
その他 0

純行政コスト 11,038

科目

一般会計等　行政コスト計算書（PL）



【様式第3号】

（単位：百万円）

前年度末純資産残高 35,372 44,871 -9,499
純行政コスト（△） -11,038 -11,038
財源 11,784 11,784

税収等 9,494 9,494
国県等補助金 2,290 2,290

本年度差額 746 746
固定資産等の変動（内部変動） 34 -34

有形固定資産等の増加 813 -813
有形固定資産等の減少 -1,228 1,228
貸付金・基金等の増加 752 -752
貸付金・基金等の減少 -303 303

資産評価差額 0 0
無償所管換等 18 18
その他 0 -30 30
本年度純資産変動額 764 22 742

本年度末純資産残高 36,136 44,893 -8,757

合計科目 余剰分
（不足分）

一般会計等　純資産変動計算書（NWM）

固定資産
等形成分



【様式第4号】

（単位：百万円）
金額

【業務活動収支】
業務支出 10,440

業務費用支出 5,081
人件費支出 1,902
物件費等支出 3,072
支払利息支出 50
その他の支出 57

移転費用支出 5,359
補助金等支出 2,644
社会保障給付支出 1,623
他会計への繰出支出 1,088
その他の支出 4

業務収入 12,117
税収等収入 9,442
国県等補助金収入 2,134
使用料及び手数料収入 220
その他の収入 321

臨時支出 0
災害復旧事業費支出 0
その他の支出 0

臨時収入 0
業務活動収支 1,677

【投資活動収支】
投資活動支出 1,718

公共施設等整備費支出 813
基金積立金支出 709
投資及び出資金支出 0
貸付金支出 196
その他の支出 0

投資活動収入 666
国県等補助金収入 156
基金取崩収入 301
貸付金元金回収収入 199
資産売却収入 10
その他の収入 0

投資活動収支 -1,052

【財務活動収支】
財務活動支出 842

地方債償還支出 842
その他の支出 0

財務活動収入 341
地方債発行収入 341
その他の収入 0

財務活動収支 -501

本年度資金収支額 124
前年度末資金残高 390
本年度末資金残高 514

前年度末歳計外現金残高 282
本年度歳計外現金増減額 -6
本年度末歳計外現金残高 276
本年度末現金預金残高 790

一般会計等　資金収支計算書（CF)

科目



一般会計等財務書類に係る注記

１ 重要な会計方針

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法

① 有形固定資産

取得原価

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。

ア 昭和５９年度以前に取得したもの

再調達原価

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。

イ 昭和６０年度以後に取得したもの

取得原価が判明しているもの

取得原価

取得原価が不明なもの

再調達原価

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円として

います。

② 無形固定資産

取得原価

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法

① 満期保有目的有価証券

該当ありません

② 満期保有目的以外の有価証券

該当ありません

③ 出資金

ア 市場価格のあるもの

該当ありません

イ 市場価格のないもの

出資金額

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法

個別法による低価法

（４）有形固定資産等の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除きます。）

定額法

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

建物 ６年～５０年

工作物 ３年～６０年

物品 ３年～１５年

② 無形固定資産（リース資産を除きます。）

定額法

③ 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が１年以



内のリース取引及びリース契約１件あたりのリース料総額が３００万円以下のフ

ァイナンスリース取引を除きます。）

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

（５）引当金の計上基準及び算定方法

① 投資損失引当金

該当ありません

② 徴収不能引当金

未収金については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を計上し

ています。

長期延滞債権については、過去５年間の平均不納欠損率により徴収不能見込額を

計上しています。

③ 退職手当引当金

退職手当債務から組合への加入時以降の負担金の累計額から既に職員に対し退職

手当として支給された額の総額を控除した額に、組合における積立金額の運用益

のうち大泉町へ按分される額を加算した額を控除した額を計上しています。

④ 損失補償引当金

履行すべき額が確定していない損失保証債務等のうち、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律に規定する将来負担比率の算定に含めた将来負担額を計上して

います。

⑤ 賞与等引当金

翌年度６月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当

額の見込額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上していま

す。

（６）リース取引の処理方法

① ファイナンス・リース取引

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及

びリース料総額が３００万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。）

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

イ ア以外のファイナンス・リース取引

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

② オペレーティング・リース取引の処理

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。

（７）資金収支計算書における資金の範囲

手許現金及び要求払預金を計上しています。なお、出納整理期間における取引によ

り発生する資金の受払いを含んでいます。

（８）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項

① 物品及びソフトウェアの計上基準

物品及びソフトウェアについては、取得価額又は見積価格が５０万円（美術品は

３００万円）以上の場合に資産として計上しています。

② 資本的支出と修繕の区分基準



資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が６０万円未満であるときに修

繕費として処理しています。

２ 重要な会計方針の変更等

（１）会計方針の変更

該当ありません

（２）表示方法の変更

該当ありません

（３）資金収支計算書における資金の範囲の変更

該当ありません

３ 重要な後発事象

（１）主要な業務の改廃

該当ありません

（２）組織・機構の大幅な変更

該当ありません

（３）地方財政制度の大幅な改正

該当ありません

（４）重大な災害等の発生

該当ありません

４ 偶発債務

（１）保証債務及び損失補償債務負担の状況

（２）係争中の訴訟等

該当ありません

５ 追加情報

（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。

一般会計

公園墓地事業特別会計

② 一般会計等と普通会計の対象範囲に相違はありません。

③ 地方自治法第２３５条の５に基づき出納整理期間が設けられている会計において

は、出納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度

末の計数としています。

④ 百万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があり

団体（会計）名
財政健全化法の将来負担比率の算定上将来

負担とした額（貸借対照表計上額）

群馬県信用保証協会 ８，０５８千円

計 ８，０５８千円



ます。

⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次

のとおりです。

⑥ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額 ９３千円

⑦ 繰越事業に係る将来の支出予定額

繰越明許費 ８，１８２，０００円

事故繰越額 ０円

継続費逓次繰越額 ０円

⑧ 過年度修正等の関する事項

該当ありません

（２）貸借対照表に係る事項

① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。

ア 範囲

令和元年度予算において、財産収入として措置されている公共資産

イ 内訳

該当ありません

② 減債基金に係る積立不足額 ０円

③ 基金借入金（繰替運用）

歳計現金に不足が生じる場合、効率性を勘案のうえ、歳計現金への繰替運用を行

っています。

④ 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財

政需要額に含まれることが見込まれる金額

６，２２９，２６７千円

⑤ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、

次のとおりです。

標準財政規模 ８，０２１，２０６千円

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 ６５３，２６３千円

将来負担額 １３，０６３，９８５千円

充当可能基金額 ８，６４０，９５３千円

特定財源見込額 ３，４３８，２４８千円

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額 ６，２２９，２６７千円

（３）純資産変動計算書に係る事項

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－ － 2.1 －



純資産における固定資産等形成分及び剰余分（不足分）の内容

① 固定資産等形成分

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上してい

ます。

② 剰余分（不足分）

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。

（４）資金収支計算書に係る事項

① 基礎的財政収支 １，０８３，６５５千円

② 既存の決算情報との関連性

地方自治法第２３３条第１項に基づく歳入歳出決算書は『一般会計』を対象範囲

としているのに対し、資金収支計算書は『一般会計等』を対象範囲としているた

め、歳入歳出決算書と資金収支計算書は一部の特別会計（公園墓地事業特別会計）

の分だけ相違します。

③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額の内訳

資金収支計算書

業務活動収支 １，６７８，３６５千円

投資活動収入の国県等補助金収入 １５６，０７８千円

未収債権、未払債務等の増加（減少） ２３，２４２千円

減価償却費 △１，２２１，２２２千円

賞与等引当金の増加（減少） △３，７５６千円

退職手当引当金の増加（減少） １１４，４７９千円

徴収不能引当金の増加（減少） △１３千円

損失補償等引当金の増加（減少） △３，９６２千円

資産除売却益（損） ３，０３９千円

純資産変動計算書の本年度差額 ７４６，２５０千円

④ 一時借入金

資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれておりません。

なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。

一時借入金の限度額 ５００，０００千円

一時借入金に係る利子額 ０円

収入（歳入） 支出（歳出）

歳入歳出決算書 １３，４７４，６６６千円 １２，９６２，５８７千円

財務書類の対象となる会計の

範囲の相違に伴う差額
３９，４５４千円 ３６，９５７千円

繰越金に伴う差額 ３９０，５６０千円 －

資金収支計算書 １３，１２３，５６０千円 １２，９９９，５４４千円



⑤ 重要な非資金取引

該当ありません。



大泉町の財務書類

付 属 資 料



平成３０年度決算　『財務４表相関図 一般会計等』

※ 記載金額は表示単位未満の端数処理の関係で合計と一致しない場合があります。

純資産変動計算書（ＮＷＭ）

資金収支計算書（ＣＦ）

行政コスト計算書（ＰＬ）

○純資産 36,136百万円

45,821百万円 45,821百万円

期末資金残高 790百万円

期末純資産残高 36,136百万円

純行政コスト 11,038百万円

○経常費用 11,693百万円

【内訳】

業務費用 6,334百万円

移転費用 5,359百万円

○経常収益 656百万円

【内訳】

使用料及び手数料 221百万円

その他 435百万円

○臨時損失 4百万円

○臨時利益 3百万円

○本年度変動額 764百万円

【内訳】

純行政コスト△11,038百万円

税収等 9,494百万円

国県等補助金 2,290百万円

無償所管替等 18百万円

○本年度資金収支額124百万円

【内訳】

業務活動収支 1,677百万円

投資活動収支 △1,052百万円

財務活動収支 △501百万円

○歳計外現金 276百万円

町の純資産が年度中にどのよう

に増減したかを示しています。

収益と、それを得るために要

した費用を明らかにし、年度

中のコストを示しています。

年度中の現金の流れを示して

います。

基準日時点における町が有する資産、負債、純資産を記載したものです。

左に資産、右に負債と純資産が記載され、財政状況を明らかにするものです。

バランス

過去の世代や国・県が負担した将来

返済しなくてよい財産。

期首資金残高 390百万円

行政コストを税収や国県等

補助金により補填していま

す。

投資活動収支は公共施設等整備費支出とそれに係る

国県等補助金収入などの収支となっております。

財務活動収支は地方債の借入や償還支出にかかる収

支となっております。

業務費用の中には、資産価値の減少を費用化するための

科目『減価償却費』や将来費用が発生する見込みのある

『賞与等引当金』、『退職手当引当金』など現金の動きを伴

わない費用が含まれております。

貸借対照表（ＢＳ）

○負債 9,685百万円○資産 45,821百万円

町債や退職給付引当金など将来の世

代の負担となるもの。

【内訳】

固定負債 8,354百万円

流動負債 1,331百万円
【内訳】

固定資産（有形固定資産）

36,065百万円

固定資産（有形固定資産以外）

3,410百万円

流動資産（現金預金） 790百万円

流動資産（現金預金以外）

5,556百万円

将来の世代に引き継ぐ社会資本や、

将来現金に換えることが可能な町が

期首純資産残高 35,372百万円

有形固定資産は事業用資産（庁舎、学校、福祉施設など）、インフラ資産

（道路、公園、水道など）、物品（自動車、備品など）に分かれており、事業

用資産の建物やインフラ資産の工作物（道路、橋りょうなど）が大きな割合

を占めております。

基金のうち財政調整基金は流動資産、その他の基金は固定資産に含ま

れております。


